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【キャリア学習４】職業調べ みんなの作品 Ｎｏ３ 

 ☆ 単調にならないように、色やレイアウトを考えてまとめたもの①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県の 但馬
た じ ま

地方 を知ろう Ｎｏ２ 

歴 史 

古代の但馬は、「天日槍」の渡来伝説との関係が深く、日本の文化経済の表玄関であった 

 と言われています。奈良時代には、但馬国の中心地，但馬国府が日高町に置かれたほか、 

江戸時代には、出石・豊岡・村岡に藩が、生野銀山には代官所が置かれました。 

さらに竹野、香住などが「北前船」の寄港地として栄えました。 

  

＊天日槍（あめのひぼこ）の渡来伝説＊ 

昔むかし、新羅の国(しらぎのくに・朝鮮半島南東部)に、天日槍という王子がいました。 

  王子には美しい妻がいましたが、ちょっとした事から、妻をののしるようになりました。 

  これに耐えられなくなった妻は、一人こっそり 

船に乗り、日本の灘波(なにわ・大阪)に帰りま 

した。これを知った日槍は、自分も妻を追って 

日本へと渡ったのですが、灘波に近づくとその 

土地の神々が邪魔をして、どうしても上陸でき 

ません。そこで仕方なく、日槍は但馬の国に船 

をつけると、そこに落ち着くことになりました。 

  ところがその当時の豊岡や出石盆地のあたりは、 

一面が泥の海だったので、とても生活しにくい 

土地でした。そこで日槍は五社大明神(ごしゃだいみょうじん)の神々と力を合わせて、 

この地を開拓しました。こうして開拓は成功し、立派な土地になったのです。 

その後、日槍は出石神社に祭られて、『開発の神』として多くの人々の信仰を集めています。 

 

＊北前（きたまえ）船＊ 

江戸中期から明治末期にかけて、大阪から瀬戸内海を経て、日本海から北海道まで、往復 

した商船を上方では「北前船」と呼んでいました。港に寄っては、米や塩、油、鉄などその 

土地の産物を買い集め次の港で売っていました。但馬海岸の港は、それらの船にとって嵐の 

時の避難、風のない時の風待ちなどのための大事な寄港地となりました。 

その船数は、記録によると 170 あり、 

中でも竹野村(竹野町)が 56 と最も多かった 

と記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

TThhee  bbeesstt  rreellaattiioonnsshhiipp 
～～最最高高のの仲仲間間たたちち～～ 

出石神社 

北前船資料館：豊岡市竹野町 


